
第２章 愛知県の特徴と市町村合併の動向 

 
１ データからみる愛知県の特徴 

今後の県の在り方を検討するに当たっては、愛知県の地域特性を踏まえて

考えることが重要である。基礎的なデータからみた愛知県の特徴を整理する

と以下のとおりである（詳細は資料編参照）。 
 
①人口 ７１５万８千人（平成１５年１０月推計人口） 
全国４７都道府県中、東京都、大阪府、神奈川県に次いで第４位。全国

平均は約２７２万人。 
②財政力指数 ０.８４０（１２～１４年度平均） 
東京都に次いで２番目に高い。次に高いのは神奈川県で０.７８７。全
国平均は０.４０６。 

③県内総生産 ３３兆６,５５９億円（１３年度） 
東京都、大阪府に次いで全国第３位。これは、当時の為替レート（１ド

ル 121.53 円）によると、主要国ではスイス、アメリカの州ではマサチ
ューセッツ州やノースカロライナ州（全米第１１位と１２位）に匹敵す

る規模。 
④昼夜間人口比率 １０１.６ 

東京都（１２２.０）、大阪府（１０５.９）に次いで高い方から３番目（１
２年国勢調査）。「県外からの流入人口」は１９万１千人で、うち「岐阜

県から」が１２万１千人（６３.４％）、「三重県から」が４万６千人（２
４.３％）、「静岡県から」が１万１千人（５.６％）となっている。 
一方「県外への流出人口」は７万７千人で、「岐阜県へ」が４万１千人

（５３.４％）、「三重県へ」が１万４千人（１８.３％）、「静岡県へ」が
１万３千人（１６.７％）となっている。 

⑤県内の市町村数 ８７（うち市３２、町村５５） 
１５年５月１日現在（８８市町村）では、全国で兵庫県と並んで多い方

から１０番目。うち市は多い方から６番目、町村は全国平均（５３町村）

に近い数となっている。 
⑥市の平均人口 １９万１千人（１２年国勢調査） 
全国で多い方から６番目。 
⑦町村の平均人口 １万９千６百人（同） 
全国で多い方から３番目。 
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⑧市(政令指定都市を除く)の財政力指数 １.０１（１２～１４年度平均） 
全国平均（０.６７）を大きく上回る。 
⑨町村の財政力指数 ０.７９（同） 
全国平均（０.３４）を大きく上回る。 
⑩県内の人口に占める政令指定都市の人口の割合  

３０.３％（１５年３月住基人口） 
政令指定都市を抱える１１道府県のうち、低い方から５番目である（最

も高いのが神奈川県の５５.３％）。 
⑪特例扱いを受ける市（政令市、中核市、特例市）の人口割合  

５３.３％（同） 
１１道府県中高い方から数えても低いほうから数えても６番目。 

 
２ 愛知県における市町村合併の動向 

現在、愛知県内各地で市町村合併の動きが進行しているが、それらの動向

が今後の地域の姿はもとより、広域自治体である県の在り方にも大きく影響

することが想定される。 
愛知県内におけるこれまでの市町村数の推移は以下のとおりである。 
＊明治初期       約３,０００ 
（明治２１年市制及び町村制公布） 

＊明治２３年      ６５０弱 
＊明治４０年４月    ２６７（２市７１町１９４村） 
＊昭和２８年１０月   ２１７（１３市８３町１２１村） 
（昭和２８年１０月町村合併促進法） 

＊昭和３１年９月末   １１１（２１市５７町３３村） 
＊昭和４５年４月    ８８（東加茂郡松平町が豊田市に編入） 
＊平成１５年８月２０日 ８７（３２市４５町１０村） 

（赤羽根町が田原町に編入・市制施行） 
愛知県内では、平成１７年３月末の市町村合併特例法の期限を前にして、

各地域で市町村合併の取組が具体化している。平成１６年１１月１５日現在

で、市町村合併特例法に基づく合併協議会が１２地域計３６市町村で設置さ

れている。 
これらの協議会は、いずれも現行法の適用を受ける合併を目指して協議を

進めており、合併申請の期限である平成１７年３月末には、現行法下におけ

る愛知県の市町村合併の状況が明らかになるものと見込まれる。 
 

6 


